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東洋シヤッター株式会社

防火シャッター・ドア保守点検専門技術者の受講資格不足者に係る再調査結果について

先般、当社より2019年2月8日付けで発表しました一般社団法人日本シヤッター・ドア協会（以下、ＪＳＤＡ

という）の認定資格である「防火シャッター・ドア保守点検専門技術者（以下、専門技術者資格という）」の受講

資格要件の実務経験年数（高卒以上の学歴の場合は3年以上）について、4名（社員：1名、協力業者3名）が達

しておらず、「専門技術者資格」と国家資格である「防火設備検査員資格」を返納することをご報告させていただ

きました。

この度、ＪＳＤＡからの再調査の指示に従い、前職の実務経験内容を厳密に調査しました結果、26 名（社員）

が、前職で、シャッター又はドアに関する実務に従事しておらず、実務経験年数が不足していることがわかりま

した。

その原因としましては、先般の受講資格要件の実務経験年数調査において、時間的制約に加え前職についての

確認が不十分であったことから形式的な調査になってしまいました。

この 26 名は国家資格である防火設備検査員資格者証の交付を受けており、その内4 名で 8 棟の検査を実施し

ていたことが判明しました。

お客様をはじめ関係者の皆様には、多大なご迷惑とご心配をおかけすることになり、誠に申し訳なく心よりお

詫び申し上げます。

なお、この26名の「専門技術者資格」と「防火設備検査員資格」の返納につきましては、国土交通省並びに

ＪＳＤＡの指示により進めてまいります。

【お客様への対応について】

この8棟につきましては、対象物件のお客様と個別にご相談の上、速やかに正規の防火設備検査員資格者に

より再検査を実施してまいります。

＜所在地・用途別の内訳＞

所在地 用途別 棟数

茨城県 消防署 1

佐賀県

学校 2

ホテル 1

集会場 1

福岡県 店舗等 3

【再発防止について】

当社は、度重なる受講資格要件の不備を厳粛に受け止めると共に、国土交通省からの指示を踏まえ、コンプ

ライアンスの再教育、ダブルチェックの審査体制、実務経験年数は当社採用時からカウント、第三者の顧問弁

護士による申請内容の確認等の管理体制の徹底を図り再発防止に努めてまいります。

【本件に関する当社お問合せ窓口】

この資料に関するお問合せ窓口 総務部：萩原、安澤 ℡：06-4705-2110

お客様向けお問合せ窓口 設計工務部：菅、神田 ℡：06-4705-2145

受付時間 9:00～17:00 （土日、祝日を除く）

以上


